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１．研究計画の概要 
 
(1) 制約最適化問題と制約充足問題(以下ま
とめて CSP と呼ぶ)，SAT 変換に基づく並列
SAT ソルバーによる解法に着目し，実用的規
模の問題を高速に解くための手法の研究，実
証ソフトウェアの開発，および評価を目的と
した．                                                                                                
 
(2) 既存 SAT 技術の CSP への適用について，
適用分野の拡大，大規模な問題への対応，高
速な求解の実現を研究課題とし，対応する研
究グループを組織して研究を進めた． 
 
２．研究の進捗状況 
 

以下の特筆すべき成果を得るとともに，3
年間で 73 編の学術論文(うち 32 件が査読有
の海外国際会議論文)，47 件の学会発表(うち
3件の招待講演)を行った． 
 
(1) SAT 型制約ソルバーSugar : 
新しい SAT符号化方法である順序符号化を

用いた制約ソルバーを開発し，2008, 2009 年
の制約ソルバー競技会の複数部門で優勝し
た． 
 
(2) MaxSAT ソルバーQMaxSAT : 
MaxSAT Evaluation 2010 の Partial MaxSAT

部門において Industrial で優勝，Crafted で
準優勝という優れた成績をおさめた． 
 
(3) 並列 SAT ソルバーc-sat : 
並列 SAT ソルバーc-sat を開発し，31 Pe

での並列実行で 23倍以上の速度向上を得た． 

(4) SAT 技術の応用 : 
SAT 技術の応用として，次の問題について

既知の最良解を更新するなど，新しい結果を
得た: ジョブショップ・スケジューリング，
オープンショップ・スケジューリング，テス
トケース自動生成，2 次元パッキング問題，
準群の存在問題，システム生物学． 

(5) 解説論文の共同執筆 : 
 2010 年 1月の人工知能学会誌において，既
存 SAT の理論・実装・応用および次世代 SAT
について特集「最近の SAT 技術の発展」を編
集・分担執筆した． 
 
３．現在までの達成度 
 
①当初の計画以上に進展している。 
 
研究の進捗状況に述べたように，既存 SAT 技
術の CSP への応用に関し，当初の研究課題で
ある適用分野の拡大，大規模な問題への対応，
高速な求解の実現について，優れた研究成果
を得ており，3 年目ではあるが当初の目標を
ほぼ達成できたといえる． 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
研究課題では既存 SAT技術に焦点を当て研

究を進めが，世界中で次世代 SAT 技術に向け
た研究が始まりつつある．本研究課題でも次
世代 SAT技術の一部を研究テーマとして取り
上げ，これらについても一定の成果を得た
(Max-SAT, モデル発見, 並列 SAT，分散 SAT
など)．しかし，中心テーマとしては設定し
ておらず，当初の計画のまま研究を進めた場
合，次世代 SAT 技術に関する研究開発の大幅 



な進展は困難と考える． 
そこで，研究組織を再編成し，これら次世

代 SATソルバーの研究開発を早急に進めるた
め，研究計画最終年度に応募した． 
 
５. 代表的な研究成果 
 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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